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犯
罪
の
な
い
社
会

犯
罪
の
な
い
社
会
は

一
人
ひ
と
り
の
や
さ
し
い
心
か
ら 

　

最
近
、
私
た
ち
の
身
近
な
社
会
で
犯
罪
が
増
え
て
い
ま
す
。
犯
罪
の
な
い
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
築

い
て
い
く
た
め
に
は
、
犯
罪
を
取
り
締
ま
っ
た
り
、
処
罰
し
た
り
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
一
度
罪
を
犯
し
て

し
ま
っ
た
人
た
ち
が
二
度
と
過
ち
を
犯
さ
な
い
よ
う
更
生
を
支
援
す
る
こ
と
、
ま
た
、
犯
罪
が
起
こ
ら
な
い

社
会
に
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

第57回 社会を明るくする運動
７月は「社会を明るくする運動」強調月間

　　　－ふれあいと　対話が築く
　　　　　　　　　　　　　明るい社会－

村
内
へ
の
広
報
活
動
に
出
発
す
る
保
護
司
お
よ
び

更
生
保
護
女
性
会
役
員
の
皆
さ
ん

■
取
り
締
ま
る
だ
け
で
は

　

犯
罪
は
な
く
な
ら
な
い

　

犯
罪
を
な
く
す
た
め
に
は
、
犯
罪
の

取
り
締
ま
り
を
強
化
す
れ
ば
い
い
、
罪

を
犯
し
た
人
の
処
罰
を
も
っ
と
厳
し
く

す
れ
ば
い
い―

―

。
そ
う
考
え
る
人
は

多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ

れ
だ
け
で
は
、
犯
罪
を
な
く
す
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
ず
は
、
犯
罪
が
起
こ
る
前
に
、
犯

罪
自
体
を
生
ま
な
い
よ
う
な
地
域
づ
く

り
、
人
づ
く
り
を
し
て
い
く
こ
と
が
、

犯
罪
の
な
い
社
会
を
築
い
て
い
く
た
め

に
も
必
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
重
要
な
の
が
、
地
域
の

一
人
ひ
と
り
が
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全

な
成
長
を
支
援
し
、
見
守
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
非
行
や
罪
を

犯
し
た
人
た
ち
が
、
罪
を
償
い
、
地
域

社
会
に
戻
っ
て
き
た
と
き
に
も
、
そ
の

人
た
ち
が
二
度
と
過
ち
を
犯
さ
な
い
よ

う
、
立
ち
直
り
を
支
援
し
、
温
か
く
見

守
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

■
更
生
に
必
要
な
の
は

 

温
か
く
見
守
る
周
囲
の
目

　

犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
は
、
罪

を
償
っ
た
後
、「
保
護
観
察
」
を
受
け

な
が
ら
通
常
の
社
会
生
活
に
戻
り
ま

す
。
保
護
観
察
を
行
う「
保
護
観
察
所
」

で
は
、
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
が

健
全
な
社
会
の
一
員
と
し
て
復
帰
で
き

る
よ
う
、
生
活
の
目
標
を
定
め
、
そ
れ

を
守
る
よ
う
指
導
し
た
り
、
就
職
を
援

助
し
た
り
す
る
な
ど
、
更
生
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

　

保
護
観
察
を
受
け
て
い
る
人
た
ち

は
、
過
去
の
過
ち
を
反
省
し
、
地
域
社

会
の
な
か
で
立
ち
直
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
そ
の
人
た
ち
が
立
ち
直
る
た
め
に

は
、
偏
見
の
目
で
見
た
り
、
排
除
し
た

り
す
る
の
で
は
な
く
、
温
か
い
目
で
、

そ
の
立
ち
直
り
を
見
守
る
こ
と
が
必
要

な
の
で
す
。

■
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　

犯
罪
の
な
い
社
会
を
目
指
し
て
、
毎

年
７
月
を
強
調
月
間
と
し
て
、〝
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
〞
が
全
国
で
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、

犯
罪
や
非
行
の
防
止
、
罪
を
犯
し
た
人

た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ

せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社

会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で

す
。こ
の
運
動
は
昭
和
26
年
に
始
ま
り
、

今
年
で
57
回
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
機
会

に
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
く

た
め
に
な
に
が
で
き
る
か
、
皆
さ
ん
も

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
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こんなサインに注意しましょう
●表情や生活態度に現れるサイン（例）

　子どもが問題や悩みを抱えているときは、まず、表情

や体調、ふだんの生活態度にも現れます。子どもが問題

行動や非行に走る前に、子どもの微妙な変化を見逃さな

いようにしてください。

・登校時間になると体の不調を訴える

・衣服が汚れていたり、ケガをしていたりする

・ 学校に行きたがらない、学校を早退してくる

・ うそをついたりごまか

したりする

・成績が急に下がる

・ 生活が不規則になる

・ 家族との対話を避ける

・感情の起伏が激しい

・ペットなどをいじめる

・部屋に閉じこもる

・言葉づかいが悪くなる

●行動に現れるサイン（例）
　子どもが非行に走りそうなときは、多くの場合、その

前ぶれとして、次のような問題行動が見られます。

・酒やビールを飲む

・たばこを吸う

・学校をさぼる

・夜遅くまで街の中で遊ぶ

・ 親に断らずに外泊

する

・ 見慣れない物、高

価な物を持つよう

になる

・ 親の財布からこっ

そりお金を持ち出

している

・ 髪型や服装が派手

になる

青
少
年
の
育
成
は

大
人
一
人
ひ
と
り
の
責
務
で
す
。

青
少
年
の
育
成
は

大
人
一
人
ひ
と
り
の
責
務
で
す
。

青
少
年
の
非
行
問
題
に
取
り
組
む
全
国
強
調
月
間

　

未
来
を
担
う
青
少
年
を
心
身
と
も
に
健
や
か
に
育
て
る
こ
と
。
そ
れ
は
、
家
庭
や
学
校
だ
け
で

な
く
社
会
全
体
の
責
務
で
す
。し
か
し
今
、非
行
や
い
じ
め
、不
登
校
な
ど
、青
少
年
を
め
ぐ
る
様
々

な
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
青
少
年
の
非
行
を
防
止
し
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
人
間
性
を

は
ぐ
く
む
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、
一
人
ひ
と
り
が
考
え
、
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。「
青
少
年
は
社
会
を
映
す
鏡
」と
言
わ
れ
ま
す
。ま
ず
、私
た
ち
大
人
一
人
ひ
と
り
が
、

社
会
の
モ
ラ
ル
や
ル
ー
ル
を
尊
重
す
る
姿
勢
、
他
人
を
思
い
や
る
姿
勢
を
、
身
を
も
っ
て
子
ど
も

た
ち
に
示
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

見
逃
さ
な
い
で　
　
　
　

　
　
　
　

非
行
の
サ
イ
ン

　

少
年
非
行
を
み
る
と
、
刑
法
犯
で

検
挙
さ
れ
る
少
年
の
数
が
、
少
年
人
口

の
減
少
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
増
加
し
て

い
る
と
と
も
に
、
殺
人
や
強
盗
、
傷
害

な
ど
の
凶
悪
・
粗
暴
な
犯
罪
が
高
い
水

準
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
子

ど
も
が
凶
悪
な
犯
罪
の
被
害
者
と
な
る

ケ
ー
ス
や
児
童
虐
待
の
増
加
な
ど
、
青

少
年
を
取
り
巻
く
問
題
は
、
依
然
と
し

て
深
刻
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

少
年
非
行
の
最
近
の
傾
向
と
し
て
、

そ
れ
ま
で
問
題
行
動
の
な
か
っ
た
子
ど

も
が
突
然
事
件
を
起
こ
す
「
い
き
な
り

型
」
の
非
行
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
、

特
徴
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
実
際
は
、
突
然
の
非
行
の
よ
う
に

見
え
て
も
、
子
ど
も
は
必
ず
、
そ
れ
以

前
に
何
ら
か
の
サ
イ
ン
を
発
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
、
子
ど
も
の
態
度
や
行
動

な
ど
の
ち
ょ
っ
と
し
た
変
化
と
し
て
現

れ
ま
す
。

　

そ
う
し
た
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な
い
た

め
に
は
、
親
を
は
じ
め
周
囲
の
大
人
た

ち
が
、
日
ご
ろ
か
ら
子
ど
も
た
ち
と
触

れ
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

青
少
年
の
育
成
は　
　
　
　

　
　
　
　

地
域
社
会
か
ら

　

地
域
の
青
少
年
が
健
や
か
に
育
つ
こ

と
は
、
子
ど
も
を
持
つ
親
の
み
な
ら
ず
、

地
域
全
体
に
と
っ
て
望
ま
れ
る
こ
と
で

す
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
家
庭
や
学
校
、

関
係
機
関
な
ど
の
努
力
だ
け
で
は
足
り

ま
せ
ん
。

　

地
域
に
お
い
て
、
日
ご
ろ
か
ら
子
ど

も
た
ち
を
温
か
く
見
守
り
、
励
ま
し
、

と
き
に
は
注
意
す
る
こ
と
、
有
害
な
環

境
や
情
報
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る
こ

と
な
ど
、
よ
り
多
く
の
人
た
ち
が
様
々

な
地
域
活
動
に
か
か
わ
る
こ
と
が
、
青

少
年
の
健
全
育
成
と
非
行
防
止
に
大
き

な
力
と
な
り
ま
す
。

　

青
少
年
と
一
緒
に
な
っ
て
行
う
ス

ポ
ー
ツ
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

子
育
て
に
悩
む
親
を
経
験
の
あ
る
人
た

ち
が
支
え
る
活
動
な
ど
、
あ
な
た
も
で

き
る
こ
と
か
ら
地
域
の
活
動
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
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１ 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
と
は

① 

国
の
医
療
制
度
改
革
の
１
つ
と
し
て

発
足
し
た
制
度
で
す
。
市
町
村
で
構

成
さ
れ
る
広
域
連
合
に
よ
り
運
営
さ

れ
、
国
民
健
康
保
険
や
社
会
保
険
な

ど
の
よ
う
に
、
独
立
し
た
保
険
制
度

に
な
り
ま
す
。

② 
保
険
加
入
者
は
、
75
歳
以
上
お
よ
び

一
定
の
障
害
の
あ
る
65
歳
以
上
の
人

（
こ
の
方
た
ち
を
後
期
高
齢
者
と
い

い
ま
す
）
全
員
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

２ 

現
行
の
老
人
保
険

　
　
　
　

 

制
度
と
の
違
い
は
？

① 

保
険
証
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
で
は

１
人
に
１
枚
交
付
さ
れ
ま
す
が
、
現

行
の
老
人
保
険
制
度
で
は
、
老
人
医

療
受
給
者
証
が
１
人
に
１
枚
交
付
さ

れ
、
そ
の
他
に
、
加
入
し
て
い
る
医

療
保
険
か
ら
世
帯
に
１
枚
ま
た
は
１

人
に
１
枚
保
険
証
が
交
付
さ
れ
て
い

ま
す
。

② 

医
療
機
関
で
の
個
人
負
担
に
つ
い
て

は
老
人
保
険
制
度
と
同
じ
で
、
一
般

の
方
は
１
割
負
担
、
現
役
並
み
の
所

得
の
方
は
３
割
負
担
と
な
っ
て
い
ま

す
。

③ 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、
保
険

加
入
者
が
保
険
料
を
負
担
す
る
こ
と

と
な
り
、
都
道
府
県
の
広
域
連
合
ご

と
に
保
険
料
率
が
決
め
ら
れ
ま
す
。

④ 

高
額
医
療
費
な
ど
の
給
付
に
つ
い
て

は
、
老
人
保
険
制
度
と
同
様
に
受
け

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
介
護
保
険
自
己

負
担
金
額
と
の
合
算
に
よ
る
「
高
額

介
護
合
算
療
養
費
」
な
ど
も
新
設
さ

れ
ま
す
。

３ 

広
域
連
合
と
市
町
村
の
役
割

① 

広
域
連
合
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
を
運
営
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

保
険
料
の
決
定
や
医
療
を
受
け
た
と

き
の
給
付
な
ど
を
行
い
ま
す
。

② 

市
町
村
は
、
申
請
書
や
届
出
書
の
受

け
付
け
、
保
険
証
の
引
き
渡
し
や
保

険
料
の
徴
収
な
ど
の
窓
口
業
務
を
行

い
ま
す
。

４ 
保
険
証
や
減
額
認
定
証

　
　
　
　
　
　

  

な
ど
に
つ
い
て

① 

平
成
20
年
３
月
31
日
以
前
に
後
期
高

齢
者
に
な
っ
て
い
る
方
は
、
現
在
お

持
ち
の
保
険
証
や
減
額
認
定
証
な
ど

（
平
成
19
年
度
中
に
発
行
さ
れ
る
も

の
を
含
み
ま
す
）
は
、
平
成
20
年
３

月
31
日
を
も
っ
て
使
用
で
き
な
く
な

り
、
翌
日
の
４
月
１
日
か
ら
は
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
証
や
減

額
認
定
証
な
ど
を
使
用
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

② 

平
成
20
年
４
月
１
日
以
降
に
後
期
高

齢
者
に
な
ら
れ
る
方
は
、
後
期
高
齢

者
に
該
当
す
る
年
齢
に
な
っ
た
日
か

ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
証

や
減
額
認
定
証
な
ど
を
使
用
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

５ 

保
険
料
に
つ
い
て

① 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
な
り
、
保

険
加
入
者
全
員
（
社
会
保
険
な
ど
の

扶
養
を
受
け
て
い
る
方
で
保
険
料
負

担
が
無
か
っ
た
方
も
含
み
ま
す
）
が

保
険
料
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

②  

保
険
料
に
は
、
保
険
加
入
者
全
員
の

人
数
割
り
で
負
担
す
る
「
均
等
割
額
」

と
保
険
加
入
者
の
所
得
に
応
じ
て
負

担
す
る
「
所
得
割
額
」
と
が
あ
り
、

そ
の
合
計
が
保
険
料
に
な
り
ま
す
。

③ 

所
得
の
低
い
人
は
、
世
帯
の
所
得
水

準
に
応
じ
て
均
等
割
額
が
減
額
（
表

参
照
）
さ
れ
ま
す
。

④ 

年
金
を
年
額
18
万
円
以
上
受
け
取
っ

て
い
る
方
は
、
原
則
と
し
て
年
金
天

引
き
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
方

は
、
市
町
村
に
納
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

※
６
月
末
時
点
の
内
容
で
す
。
今
後
の

政
省
令
に
よ
り
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

平
成
20
年
４
月
か
ら

が
開
始
さ
れ
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

表：均等割額の減額の割合
軽減割合 世帯の総所得金額

７割軽減 基礎控除額を超えない額

５割軽減
〔基礎控除額＋245,000円×（世帯内の保
険加入者の人数－１）〕を超えない世帯

２割軽減
〔基礎控除額＋350,000円×（世帯内の保
険加入者の人数－１）〕を超えない世帯

※基礎控除額は330,000円です。

お問い合せ

群馬県後期高齢者医療広域連合事務局
☎ 027-256-7171
E-mail　gkk@bz01.plala.or.jp

榛東村役場　保健福祉課　保険医療係
☎ 54-2211　内線 120・121
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■
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
が

一
斉
に
更
新
さ
れ
ま
す
。

　
「
高
齢
受
給
者
証
」
は
、
国
民
健
康

保
険
の
加
入
者
で
70
歳
以
上
75
歳
未
満

の
人
（
た
だ
し
、
老
人
医
療
受
給
者
を

除
き
ま
す
。）
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

高
齢
受
給
者
証
に
は
、
記
号
・
番
号

や
氏
名
な
ど
の
ほ
か
、
一
部
負
担
金
の

割
合
「
１
割
ま
た
は
３
割
」
が
記
載
さ

れ
ま
す
が
、
こ
の
割
合
は
、
前
年
の
所

得
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
ま
す
。
現
在
高

齢
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
に
つ
い
て

は
、
平
成
18
年
中
の
所
得
に
よ
り
負
担

区
分
の
判
定
を
行
い
、
一
斉
更
新
い
た

し
ま
す
。
対
象
者
に
は
、
新
し
い
高
齢

受
給
者
証
（
有
効
期
限
は
８
月
１
日
か

ら
平
成
20
年
７
月
31
日
ま
で
）
を
７
月

中
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
８
月
１
日
以

降
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　

受
診
時
に
は
、
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
と
高
齢
受
給
者
証
を
忘
れ
ず
に

医
療
機
関
の
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。

■
「
老
人
医
療
受
給
者
証
」
は

　

 

変
更
と
な
る
人
の
み
更
新

　
「
老
人
医
療
受
給
者
証
」
は
、
榛

東
村
に
住
所
を
有
す
る
75
歳
以
上
の
人

（
75
歳
未
満
で
も
、
昭
和
７
年
９
月
30

日
以
前
生
ま
れ
の
人
や
、
65
歳
以
上
の

障
害
者
等
を
含
む
）に
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

老
人
医
療
受
給
者
証
に
は
、
一
部
負

担
金
の
割
合
「
１
割
ま
た
は
３
割
」
が

記
載
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
割
合
は
、
前

年
の
所
得
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
ま
す
。

　

老
人
医
療
の
受
給
対
象
者
の
う
ち
、

平
成
18
年
中
の
所
得
に
よ
り
、
一
部
負

担
金
の
割
合
が
変
更
と
な
る
方
に
つ
い

て
は
、
受
給
者
証
を
更
新
し
、
対
象
者

に
は
、
新
し
い
受
給
者
証
を
７
月
中
に

郵
送
い
た
し
ま
す
の
で
、
８
月
１
日
か

ら
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　

受
診
時
に
は
、
健
康
保
険
証
と
老
人

医
療
受
給
者
証
を
忘
れ
ず
に
医
療
機
関

の
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
高
齢
受
給
者
証
や
老
人
医
療
受
給
者

証
な
ど
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

役
場
保
健
福
祉
課
保
険
医
療
係
（
☎

５
４―

２
２
１
１
内
線
１
２
１
、１
２
２
）

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

８
月
１
日
に
高
齢
受
給
者
証
と
老
人
医
療
受
給
者
証
が
更
新
さ
れ
ま
す

保
健
福
祉
課
か
ら
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あなたの血液が命を救うあなたの血液が命を救う
献血にご協力ください献血にご協力ください
あなたの血液が命を救う
献血にご協力ください

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
我
が
国
で
初
め
て
変
異
型
ク
ロ
イ
ツ
フ
ェ
ル
ト
・
ヤ
コ
ブ
病
の
患
者
が
発
生
し
、
患
者
が
過

去
に
英
国
な
ど
へ
の
滞
在
歴
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
輸
血
な
ど
に
使
用
す
る
血
液
製
剤
の
安
全
性
に
万
全
を
期
す
た

め
、
当
面
暫
定
的
に
過
去
に
英
国
に
滞
在
し
た
こ
と
が
あ
る
方
の
献
血
を
制
限
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

献
血
者
が
さ
ら
に
減
少
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
医
療
に
必
要
な
血
液
が
不
足
し
て
し
ま
う
状
況
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

事
故
や
手
術
な
ど
で
血
液
を
必
要
と
す
る
方
へ
の
供
給
が
滞
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
一
人
で
も
多

く
の
方
々
の
献
血
へ
の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。

村民献血の日程

日時：８月３日 (金 )

　　　午前10:00 ～ 12:00

　　　午後  1:00 ～  3:30

 場所：中央公民館

■献血の主な基準
次回の献血

400㎖献血 200㎖献血
年　　齢 体　　重 年間献血量

男性12週間後、

女性16週間後

の同じ曜日から

男性1200㎖以内
女性  800㎖以内

男女とも４週間後

の同じ曜日から

18～ 69歳

16～ 69歳

男女とも50㎏以上

男性 45㎏以上

女性40㎏以上

※ 65歳以上 70歳未満の方については、60歳から 64歳までの間に献血経験のある方が対象となります。
※献血は、事前に全血比重または血色素量と血圧を検査し、医師が健診を行います。薬を飲んでいる方は、検診時に医師にお申し出ください。

■
若
い
世
代
の
協
力
が
不
可
欠

　

献
血
者
の
６
割
は
16
歳
か
ら
39
歳
で

あ
り
、
そ
の
中
心
は
20
代
の
若
者
た
ち

で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
輸
血
用
血
液
の

約
６
割
が
65
歳
以
上
の
方
の
医
療
に
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
に
よ
っ

て
献
血
を
担
う
若
い
世
代
は
減
り
、
一

方
で
輸
血
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
が
増

え
る
こ
と
で
、
救
命
医
療
に
支
障
を
き

た
す
お
そ
れ
も
あ
り
、
将
来
的
に
必
要

な
血
液
製
剤
の
在
庫
量
を
確
保
す
る
こ

と
が
難
し
く
な
る
こ
と
も
予
測
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

血
液
は
、
ま
だ
人
工
で
作
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
一
人
ひ
と
り
の
善
意
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
献
血
は
、

直
接
人
の
命
を
救
う
、
と
て
も
大
切
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
の
で
す
。
若
い

世
代
の
方
々
に
は
、
社
会
の
一
員
と
し

て
進
ん
で
献
血
に
参
加
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
献
血
に
ご
協
力
を

　

献
血
は
、
４
０
０
㎖
献
血
、
２
０
０

㎖
献
血
、
成
分
献
血
（
血
し
ょ
う
や
血

小
板
な
ど
特
定
の
成
分
だ
け
を
献
血
す

る
方
法
）
の
３
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す

が
、
今
回
実
施
す
る
の
は
４
０
０
㎖
献

血
、
２
０
０
㎖
献
血
で
す
。
献
血
の
主

な
基
準
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。
こ
れ

ら
は
医
療
受
給
に
沿
い
、
血
液
製
剤
の

国
内
自
給
に
と
っ
て
も
必
要
な
献
血
方

法
で
す
。

■ 

エ
イ
ズ
検
査
目
的
の
献
血
は
絶
対
に

し
な
い
で
く
だ
さ
い

　

エ
イ
ズ
ウ
ィ
ル
ス
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）
感
染

直
後
の
血
液
は
、
検
査
し
て
も
感
染
が

証
明
で
き
ま
せ
ん
。
エ
イ
ズ
に
感
染
し

た
方
が
献
血
し
、
そ
の
血
液
が
輸
血
さ

れ
る
と
感
染
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

エ
イ
ズ
感
染
の
検
査
目
的
の
献
血
は
絶

対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◆
注
意
事
項
◆

・
献
血
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
、
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

・
献
血
中
お
よ
び
献
血
後
は
、
採
血
ス

タ
ッ
フ
の
指
示
に
従
っ
て
行
動
し
て
く

だ
さ
い
。

・
献
血
者
の
健
康
が
大
前
提
で
す
。
日

頃
か
ら
健
康
な
体
づ
く
り
の
た
め
、
十

分
な
睡
眠
と
食
事
を
心
が
け
て
く
だ
さ

い
。



広報しんとう7

Sports　Highlight

スポーツ少年団剣道部
－日頃鍛えた技を発揮－

　榛東村スポーツ少年団剣道部の皆さんが以下の
大会に出場し、見事好成績を収めました。（敬称略）
【県スポーツ少年団剣道大会北毛予選】
▶田村岳（小５）ベスト４（県大会出場決定）
【第 38回北群馬剣道連盟錬成剣道大会】
▶小学２年生以下男女混合の部
　金井拓也（小２）優勝・剣持翼（小２）３位
▶小学３年生男女混合の部
　小川拓海（小３）３位
▶小学４・５年生女子の部
　富澤眞衣（小４）優勝・金井春佳（小５）２位
▶小学４年生男子の部
　山崎拓郎（小４）２位
▶小学５年生男子の部
　星野達哉（小５）３位・田村岳（小５）３位
▶小学生男子優勝旗争奪戦
　田村岳（小５）２位

好成績を収めた選手の皆さん

第４回村民バドミントン大会
－ 10区が優勝－

　６月 10日、第４回村民バドミントン大会がしん
とうスポーツアリーナで行われ、15チームが参加
しました。
　団体戦（男子ダブルス、女子ダブルス、混合ダ
ブルス）でトーナメント戦を実施し、決勝戦には
10区と４区が進出。
　10区が、粘る４区との接戦を制し、見事優勝に
輝きました。２位は４区、３位は 17区でした。

10区と４区による決勝戦

村民卓球大会
－熱戦・ラリーの応酬－

　平成 19年度村民卓球大会が６月３日、しんとう
スポーツアリーナで行われました。
　大会では、団体戦（７組参加）が行われ、結果は
次のとおりとなりました。（○内は順位）
【成績】
①３区Ａチーム
②３区Ｂチーム
③榛東中Ｃチーム

親子卓球大会
－柳　　　ペアが優勝－

　６月２日、親子卓球大会がしんとうスポーツア
リーナで行われました。
　17組 34 名の親子が参加し、卓球を通じて親子
のふれあいを深めていました。
　大会の結果は次のとおりです。
　　　　　（○内は順位。親・子の順。敬称略）

【成績】
① 柳 　俊一・寿央ペア（19区）
②大林　和彦・ 格 ペア（９区）
③ 柳 　久美・宝良ペア（19区）
　村端　晃好・ 遊 ペア（15区）

第31回村民バレーボール大会
－３区が連覇－

　６月 17日、しんとうスポーツアリーナで全 19
チームが参加して第 31回村民バレーボール大会が
行われました。
　白熱した試合が繰り広げられるなか、決勝戦に
は３区と 13区が進出。３区が接戦を制し、見事優
勝しました。２位は 13区、３位は９区と 12区で
した。
　なお、最優秀選手賞は、小林舞さん（３区）、敢
闘賞は清水龍成さん（13区）に贈られました。

白熱した試合が展開されました

俊一
寿央
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/ぜ/ひ/知/ら/せ/た/い/情/報/

話題あ　　れれこ

　６月 13日、榛東村役場内で榛東村農業委員会（会長小
谷野正文氏）から、榛東村社会福祉協議会（会長高橋正氏）
にポピー募金が手渡されました。
　農業委員会では、ふるさと公園周辺などの遊休農地にポ
ピーの種をまき、ポピー畑を作っています。ポピー募金は
このポピー畑を訪れた方などから 101,820 円が集められ、
全額が寄付されました。

「母と子のよい歯のコンクール」で入賞
　６月７日、「母と子のよい歯のコンクール」渋川北群馬
地区審査会が渋川保健福祉事務所で行われました。
　このコンクールは、毎年６月の「歯の衛生週間」にちなみ、
家族で歯を大切にすることを目的に行われて、前年度の３
歳児歯科検診で虫歯のない幼児とその母親を対象にしてい
ます。
　今年度は、３区の須藤理沙さん、隆太くん親子が村の代
表として出場し、優秀賞を受賞しました。

榛東村農業委員会が
ポピー募金を社会福祉協議会に寄付

受
賞
し
た
須
藤
理
沙
さ
ん
、
隆
太
く
ん
親

子

中
小
企
業
の
皆
さ
ま
へ

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、
退

職
金
制
度
を
持
つ
こ
と
が
困
難
な
中
小

企
業
に
、
中
小
企
業
の
方
の
相
互
共
済

と
国
の
援
助
で
退
職
金
制
度
を
確
立
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
作
ら
れ
た
国
の

制
度
で
す
。
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制

度
に
加
入
し
て
従
業
員
の
退
職
員
を
準

備
し
ま
し
ょ
う
。

■
制
度
の
特
色

①
国
の
制
度
な
の
で
安
全
・
確
実
・
有

利
で
す
。
②
適
格
退
職
年
金
制
度
か
ら

の
移
行
と
な
っ
て
い
ま
す
。
③
掛
金
を

納
め
る
だ
け
で
、
企
業
の
実
態
に
あ
っ

た
退
職
金
制
度
を
手
軽
に
持
つ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
④
掛
金
の
一
部
を
国
が
助

成
し
ま
す
。
⑤
企
業
負
担
の
掛
金
は
税

法
上
、
全
額
非
課
税
に
な
り
ま
す
。

■ 

掛
金
の
種
類
…
月
額
５
千
円
か
ら

３
万
円
ま
で
の
16
種
類
で
す
。

■ 

加
入
の
手
続
き
…
所
定
の
申
込
書
に

記
入
・
押
印
の
う
え
、
お
近
く
の
金

融
機
関
ま
た
は
委
託
事
業
主
団
体
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼ 

お
問
い
合
わ
せ
は
、中
退
共
本
部
（
☎

０
３―

３
４
３
６―

０
１
５
１
）
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

高
橋
社
会
福
祉
協
議
会
長
へ
寄
付
を
手
渡

す
小
谷
野
農
業
委
員
会
長

自衛官募集のお知らせ
　防衛省・自衛隊では、平成 20年度春入隊（採用）予定の陸・海・空自衛官を次の

とおり募集します。

■募集内容

募集種目 対象者 願書受付 1次試験期日 入隊期日

防衛大学校学生
(幹部コース )

高校卒業
(見込み含む )
18 歳～ 20歳
の男女

推薦：９月７日まで
一般：９月 28日まで

９月 23・24日
11月 10・11日

平成 20年
４月上旬

防衛医科大学校学生
(医師コース )

９月 28日まで 11月３・４日

航空学生
(パイロットコース )

９月７日まで ９月 22日

平成 20年
３月下旬

看護学生
(看護師コース )

高校卒業
(見込み含む )
18 歳～ 23歳
の男女    

９月 28日まで 10月 14日

一般曹候補士 18歳～ 26歳
の男女

(学歴不問 )
９月７日まで

９月 17日

２等陸・海・空士 ９月 24・25日

▶お問い合わせは、自衛隊群馬地方協力本部前橋募集案内所（☎ 027-233-8960）

までお願いします。

　また、地方協力本部ホームページ（http://www.mod.go.jp/pco/gunma）にも募集

要領が掲載されています。
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社会福祉協議会だより

敬
老
会
開
催
に
伴
う

金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
の
申
請
の
お
知
ら
せ

第
３
分
団
が
優
勝　

消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会

　

県
消
防
協
会
渋
川
支
部
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会
お
よ
び
ラ
ッ
パ
吹
奏
訓
練

が
、
７
月
１
日
、
県
消
防
学
校
で
開
催
さ
れ
、
本
村
消
防
団
か
ら
第
３
分
団
と

第
４
分
団
、
ラ
ッ
パ
隊
が
出
場
し
ま
し
た
。
ポ
ン
プ
操
法
技
術
の
向
上
を
目
的
に

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
の
競
技
会
に
は
、
渋
川
広
域
圏
３
市
町
村
か
ら
15
分

団
が
出
場
し
、
日
頃
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

競
技
会
の
結
果
、
本
村
消
防
団
第
３
分
団
が
見

事
優
勝
に
輝
き
、
第
４
分
団
も
３
位
に
入
賞
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
競
技

の
休
憩
時
間
中

に
本
村
消
防
団

の
ラ
ッ
パ
隊
を

含
む
渋
川
広
域

ラ
ッ
パ
隊
も
日

頃
の
成
果
を
惜

し
み
な
く
披
露

し
て
く
れ
ま
し

た
。

遊
休
農
地
発
生
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

農
業
委
員
会
か
ら

　

農
業
委
員
会
で
は
、「
遊
休
農
地
（
耕

作
放
棄
地
や
不
作
付
地
な
ど
）
の
発
生

防
止
と
解
消
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
「
遊
休
農
地
」
に
は
、
雑
草
が
生
い

茂
る
こ
と
か
ら
、
次
の
問
題
が
発
生
す

る
心
配
が
あ
り
、
周
囲
に
迷
惑
を
か
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
病
害
虫
の
発
生

○
有
害
鳥
獣
の
潜
伏
・
繁
殖

○
産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄

○
隣
接
す
る
道
・
水
路
の
機
能
低
下

○
景
観
の
悪
化

○
隣
接
地
と
の
問
題
発
生

○
非
行
・
犯
罪
の
発
生

○
野
火
火
災
の
発
生

　

農
地
の
所
有
者
、
ま
た
は
借
り
受
け

者
は
、「
遊
休
農
地
」
が
発
生
し
な
い

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

や
む
を
得
な
い
諸
事
情
に
よ
り
、
一

時
的
に
耕
作
が
で
き
な
い
場
合
で
あ
っ

て
も
近
隣
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に

「
草
刈
り
・
除
草
」
な
ど
を
定
期
的
に

行
い
、
善
良
な
農
地
管
理
を
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
す
で
に
遊
休
農
地
化
し
て
い

る
土
地
に
つ
い
て
は
、
諸
問
題
の
発
生

を
避
け
る
た
め
、
早
急
に
草
刈
り
・
除

草
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
農
地
を
貸
し
た
い
」「
農
地

の
管
理（
草
刈
り
な
ど
）を
委
託
し
た
い
」

「
景
観
植
物
に
よ
り
農
地
を
管
理
し
た

い
」
と
お
考
え
の
方
は
、
農
業
委
員
会

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

《
一
口
メ
モ
》

　
「
雑
草
」
は
、
土
壌
の
養
分
を
多
く

吸
収
す
る
た
め
、
一
度
「
遊
休
農
地
化
」

し
た
土
地
は
、
耕
作
に
適
し
た
地
力
を

回
復
す
る
ま
で
に
「
最
低
で
も
３
年
」

を
要
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
農
業
委
員

会
事
務
局
（
☎
５
４
│
２
２
１
１
内
線

２
０
２
・
２
０
３
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

た
夫
妻

○
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
（
結
婚
60
年
）
…

昭
和
22
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
の
間
に
結
婚
し
た
夫
妻

※
該
当
す
る
方
は
、
８
月
３
日
㈮
ま
で

に
各
区
民
生
児
童
委
員
へ
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
（
☎
５
５―

５
２
９
４
）
ま
で
お
願
い

し
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
心
配
ご
と
相
談

　

・
日
時　

８
月
10
日
㈮

　
　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

　

・
場
所　

商
工
会
館　

１
階
和
室

■
無
料
法
律
相
談

　

・
日
時　

８
月
24
日
㈮

　
　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

　

・
場
所　

福
祉
セ
ン
タ
ー
さ
さ
え
の
家

　

・
相
談
員　

群
馬
弁
護
士
会
会
員

　

・
相
談
時
間　

ひ
と
り
約
30
分

※ 

必
ず
電
話
（
☎
５
５―

５
２
９
４
）

で
事
前
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
ふ
れ
あ
い
館
休
館
日

　

・
７
月
23
日
㈪

　

・
８
月
13
日
㈪

※ 

毎
月
第
２
・
第
４
月
曜
日
が
定
休
日

（
休
館
日
が
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
（
☎
５
５―

５
２
９
４
）
ま
た
は
ふ

れ
あ
い
館
（
☎
５
４―

１
１
２
６
）
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。
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本
年
度
の
敬
老
会
は
、
し
ん
と
う
ス

ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
（
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

東
）
に
お
い
て
、
９
月
８
日
㈯
に
開
催

さ
れ
ま
す
。
本
年
度
の
金
婚
・
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
婚
は
、
次
に
該
当
す
る
方
と
な

り
ま
す
。
該
当
す
る
ご
夫
妻
は
、
お
手

数
で
も
各
区
民
生
児
童
委
員
へ
届
け
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

○
金
婚
（
結
婚
50
年
）
…
昭
和
32
年
１

月
１
日
か
ら
12
月
31
日
の
間
に
結
婚
し

遊休農地を活かす取り組みを
紹介しています

全国農業会議所　
　　ホームページ

http://www.nca.or.jp

第４分団

第３分団
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　交通事故、詐欺、おどしなどの犯罪
の被害にあい、警察や検察庁に訴えた
が、検察官がその事件を起訴してくれ
ない。
　このような不満をお持ちの方のため
に、検察審査会があります。お気軽に
ご相談ください。費用は無料で秘密は
固く守られます。
▶お問い合わせは、前橋検察審査会（☎
027-231-4275）までお願いします。

前橋検察審査会から
------------------------
ごぞんじですか？
検察審査会

●８月休日当番医●

　渋川市内に在住の障害児・者が将来生
活支援や就労支援を受ける基盤づくりを
目的に障害児・者本人と保護者、支援者、
行政担当者、学校職員が一堂に会し、お
互いの情報の共有や交換を行う、「渋川
地域生活支援ネットワーク会議」を下記
により開催します。
　定員はありませんが、参加を希望され
る方は、事前の参加登録が必要です。
■日時…８月23日㈭
　午後１時30分～４時30分
■場所…群馬県立榛名養護学校
■参加予定者…特別支援学校卒業生、在
校生および保護者、各地域の支援者、学
校職員
■内容…保護者と学校職員、関係機関と
の情報交換、個別相談、保護者懇談会
▶お申し込み・お問い合わせ
〒377-0008　渋川市渋川364-2
　群馬県立榛名養護学校
☎0279-24-4911（担当：黒沢、篠原）

榛名養護学校から
------------------------
渋川地域生活支援

ネットワーク会議開催のお知らせ

　群馬県では、医療保険が適用になら
ない体外受精および顕微鏡受精による
治療を受けたご夫婦に対して、次のと
おり治療費の一部を助成しています。
○助成の対象
・ 夫婦の双方またはいずれかが県内に
住所を有すること
・ 夫婦合算の前年所得の合計額が 730
万円未満であること
・指定医療機関であること
○助成額
・１回 10万円まで
・１年度あたり２回、通算５年まで
▶お問い合せは、群馬県保健予防課（☎
027-226-2606）または渋川保健福祉
事務所（☎22-4166）までお願いします。

県保健予防課から
------------------------
特定不妊治療助成事業について

内　　　科 外　科 耳鼻科 歯　科

５日
阿 部 医 院
（八木原）
☎ 25－ 1211

井 口 医 院
（金　井）
☎ 25－ 1100

宮下外科胃腸科医院
（渋川）旧上郷
☎ 23－ 3021

山崎歯科医院
（元　町）
☎ 25－ 1184

12 日
北 毛 病 院
（有　馬）
☎ 24－ 1234

阿 部 内 科 医 院
（吹　屋）
☎ 25－ 0758

高野外科胃腸科医院
（渋川）旧新町
☎ 24－ 2454

川 島 医 院
（渋川）旧長塚町
☎ 22－ 2421

ほしかわ歯科医院
（石　原）
☎ 24－ 8835

19 日
コ オ ノ 医 院
（渋川）旧坂下町
☎ 22－ 0171

原 沢 医 院
（伊香保町）
☎ 72－ 2503

高 井 医 院
（渋川）旧下之町
☎ 22－ 0076

小野上歯科診療所
（村　上）
☎ 59－ 2493

26 日
湯浅内科クリニック
（渋川）旧辰巳町
☎ 20－ 1311

赤城開成クリニック
（赤城町三原田）
☎ 20－ 6500

北條外科胃腸科医院
（吉岡町大久保）
☎ 54－ 6870

永井歯科医院
（赤城町）
☎ 56－ 8854

土 金 木 水 火 月 日 土 金
※
行
事
・
時
間
・
場
所
・
問
合
せ
先
の
順
で
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す

28 27 26 25 24 23 22 21 ７／ 20
土
曜
楽
集
す
く
ー
る
（
書
道
）

AM
９
：
30
〜
11
：
30　

楽
集
セ
ン
タ
ー　

楽
集

カ
ラ
オ
ケ
教
室

PM
７
：
30
〜
９
：
30　

楽
集
セ
ン
タ
ー　

楽
集

無
料
法
律
相
談

PM
１
：
30
〜
４
：
30　

さ
さ
え
の
家　

社
協

障
害
者
健
康
教
室

PM
７
：
00
〜　

ふ
れ
あ
い
館　

教
育

俳
句
教
室

AM
９
：
30
〜　

中
央
公
民
館　

公
民

両
親
学
級

AM
９
：
45
〜
12
：
00　

南
部
コ
ミ
セ
ン　

保
福

高
齢
者
教
室

PM
１
：
30
〜　

中
央
公
民
館　

公
民

健
康
相
談

PM
１
：
30
〜
２
：
30　

商
工
会
館　

保
福

群
馬
県
知
事
選
挙

AM
７
：
00
〜
PM
６
：
00

第
21
回
村
民
ゴ
ル
フ
大
会

AM
７
：
30
〜　

霞
山
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ　

教
育

行
政
相
談

PM
１
：
30
〜
４
：
00　

商
工
会
館　

総
務

月 日 土 金 木 水 火 月 日
13 12 11 10 ９ ８ ７ ６ ５

ジ
ュ
ニ
ア
英
会
話
教
室
（
遊
び
の
城
）

AM
９
：
00
〜
10
：
30　

南
部
コ
ミ
セ
ン　

教
育

心
配
ご
と
相
談

PM
１
：
30
〜
３
：
30　

商
工
会
館　

社
協

ジ
ュ
ニ
ア
英
会
話
教
室
（
遊
び
の
城
）

AM
９
：
00
〜
10
：
30　

南
部
コ
ミ
セ
ン　

教
育

ジ
ュ
ニ
ア
英
会
話
教
室
（
遊
び
の
城
）

AM
９
：
00
〜
10
：
30　

南
部
コ
ミ
セ
ン　

教
育

俳
句
教
室

AM
９
：
30
〜　

中
央
公
民
館　

公
民

２
歳
児
健
診

PM
１
：
15
〜
２
：
00　

中
央
公
民
館　

保
福

健
康
相
談

PM
１
：
30
〜
２
：
30　

商
工
会
館　

保
福

　※耳鼻科は診療時間が正午までです。　※ http://shibukawa.gunma.med.or.jp/i.htm
　※夜間急患診療所（午後７時～ 11時、年中無休）☎23-8899

　相馬原駐屯地では、次のとおり「第
27回納涼盆踊り大会」を開催します。
ご家族、ご近所の皆さんをお誘いのうえ
ご来場ください。
■日時…８月７日㈫
　午後６時30分～午後８時30分
【雨天の場合は、８月８日㈬に延期とな
ります。】
■場所…相馬原駐屯地グラウンド
（午後４時から駐屯地を開放します。）
■主なイベント内容
・ちびっ子花火大会
・ヨーヨーつり大会
・盆踊り大会
・記念写真コーナー
▶お問い合わせは、相馬原駐屯地（☎
54-2011）までお願いします。

相馬原駐屯地から
------------------------
第 27回納涼盆踊り大会
の開催について
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今
月
も
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

家
族
み
ん
な
で
解
い
て
ね
。

　

応
募
方
法
は
、
新
聞
広
告
の
余

白
や
メ
モ
用
紙
に
答
え
を
書
き
、

区
、
氏
名
、
年
齢
、
世
帯
主
名
を

明
記
し
て
、
北
小
、
南
小
、
榛
中
、

中
央
公
民
館
に
置
い
て
あ
る
箱
に

入
れ
る
か
、
役
場
ま
で
お
送
り
く

だ
さ
い
。
郵
送
で
も
結
構
で
す
。

　

ま
た
、
村
政
に
関
す
る
ご
意
見

や
要
望
、
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
同
様
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

締
め
切
り
は
、
７
月
31
日
、
正
解

者
の
中
か
ら
抽
選
で
７
名
の
方
に

図
書
券
を
お
贈
り
し
ま
す
。

★
を
つ
な
げ
て
く
だ
さ
い
。
ひ
と

つ
の
言
葉
に
な
り
ま
す
。
応
募
す

る
紙
に
は
、
そ
の
言
葉
だ
け
を
答

え
と
し
て
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

（
ヒ
ン
ト
…
７
月
の
誕
生
石
）

①
群
馬
・
東
京
・
神
奈
川
・
埼
玉
・
千
葉
・

茨
城
・
栃
木
の
１
都
６
県
の
こ
と

④
暦
（
こ
よ
み
）
を
紙
に
し
た
も
の

⑥
昔
の
通
貨
。
大
判
・―

が
ザ
ク
ザ
ク

⑦
ア
プ
リ
コ
ッ
ト
の
こ
と

⑧
笹
が
好
物
の
動
物
と
い
え
ば

①
梅
雨
の
時
期
は
食
品
な
ど
に
こ
れ
が

生
え
や
す
い
の
で
食
中
毒
な
ど
に
注

意
し
ま
し
ょ
う

② 

中
央
部
が
厚
く
な
っ
て
い
る
レ
ン
ズ

凹
レ
ン
ズ 　

―

③
釣
り
に
使
う
疑
似
餌
の
こ
と

④
書
類
な
ど
を
持
ち
運
ぶ
用
具
の
こ
と

⑤
野
菜
。―

お
ろ
し
や―

役
者
な
ど

⑥
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
特
産
の
動
物
。
主

食
は
ユ
ー
カ
リ
の
葉

　

広
報
６
月
号
の
ク
イ
ズ
の
解
答
は
、

全
部
で
23
通
寄
せ
ら
れ
、
全
通
が
正

解
で
し
た
。

　

抽
選
で
、
次
の
７
人
の
方
に

５
０
０
円
相
当
の
図
書
券
を
贈
り
ま

し
た
。

(

カ
ッ
コ
内
は
行
政
区　

敬
称
略
）

高
橋
美
帆
（
２
区
）
大
久
保
優
希
（
５

区
）
松
本
芽
衣
（
６
区
）
加
部
光
世
（
７

区
）
斉
藤
一
恵
（
９
区
）
笠
原
圭
佐

美
（
９
区
）
真
塩
み
ち
子
（
15
区
）

前
回
の
答
え
と
当
選
者

●
タ
テ
の
カ
ギ

●
ヨ
コ
の
カ
ギ

プ
ー
ル　
　
　

　

　

①

★
プ

⑥
ウ ー

　
　

⑦

　
キト 　

　

　

　
イ オ

　

　
ー
　
　ス

④

⑧
マ

★
ル

　　

⑩
ル

ス

ー
★

　

　
　

ンハ
③

　
　

バ
⑨

 
ガ

　 　
 
イ

⑤ 　
　

②
ラ

　

ン

　

ー

ー

★
　

　

①
　

⑥
　 　

⑦

　
　

　
　 　

　

　

　
　

　

　
　
　
　　

④

　 　

　　

⑩
　

②
　

　

★
　

　
　

　　
　

　
　

⑤
　

　

 
　

　 　
 
　

⑧　
　

　

　

　

★

③
　

●ちょっとお耳を●

　榛東村国民健康保険では、４月１日から次のと

おり制度の改正が行われました。

○入院時の高額療養費の支給方法が変わりました
　国民健康保険では、４月１日から 70 歳未満の

方の入院時における一時的な経済負担を軽減する

ため、医療機関窓口での医療費の支払いを月額自

己負担限度額までとする制度が導入されました。

月額自己負担限度額については、所得によって異

なりますので、この制度を利用する場合には、村

が発行する「限度額適用認定証」を医療機関に提

示する必要があります。利用を希望される方は、

役場保健福祉課で申請してください。また、この

認定証の有効期限は毎年７月 31 日までとなって

います。既に交付を受けている方は更新の手続き

が必要となりますので保健福祉課で手続きを行っ

てください。

○出産育児一時金受領委任払い制度
　出産時に医療機関などへ支払う出産費用の一時

的な負担を軽減するために、出産育児一時金受領

委任払い制度が導入されました。この制度は、出

産育児一時金（35万円）の中から出産にかかる費

用を、国保が医療機関などに直接支払う制度です。

対象者は、国保の加入者で出産育児一時金の支給

を受ける見込みがあり、医療機関などの同意が得

られた方です。出産予定日の１ヵ月前から事前申

請を受け付けています。

○共通事項
　国民健康保険税を滞納している場合は、制度の

対象とならない場合があります。また、国民健康

保険以外の医療保険に加入している場合は、勤務

先などへお問い合わせください。

▶お問い合せは、役場保健福祉課（☎ 54-2211

内線 120・121）までお願いします。

役場保健福祉課から
------------------------------
国民健康保険についてのお知らせ

役 場
教 育 委 員 会
中 央 公 民 館
社会教育施設等管理事務所
商 工 会
ふ る さ と 公 園
南 部 コ ミ セ ン
楽 集 セ ン タ ー
児 童 館
耳 飾 り 館
ふ れ あ い 館
社会福祉協議会

54 － 2211
54 － 2765
54 － 2573
54 － 8534
54 － 2318
54 － 2488
54 － 0488
54 － 0031
54 ー 7933
54 － 1133
54 － 1126
55 － 5294

保
福
…
保
健
福
祉
課

住
民
…
住
民
生
活
課

社
協
…
社
会
福
祉

　
　
　
　
　

協
議
会

教
育
…
教
育
委
員
会

　
　
　

社
会
教
育
課

公
民
…
中
央
公
民
館

農
業
…
農
業
委
員
会

楽
集
…
楽
集
セ
ン
タ
ー

問 い 合 わ せ

ダ イ ヤ ル メ モ

□
□
□

土 金 木 水 火 月 日
４ ３ ２ ８／１ 31 30 29

村
民
移
動
献
血

AMジ
ュ
ニ
ア
英
会
話
教
室
（
遊
び
の
城
）

AM
９
：
00
〜
10
：
30　

南
部
コ
ミ
セ
ン　

教
育

ジ
ュ
ニ
ア
英
会
話
教
室
（
遊
び
の
城
）

AM
９
：
00
〜
10
：
30　

南
部
コ
ミ
セ
ン　

教
育

農
地
相
談

PM
１
：
30
〜
３
：
00　

中
央
公
民
館　

農
業

ジ
ュ
ニ
ア
英
会
話
教
室
（
遊
び
の
城
）

AM
９
：
00
〜
10
：
30　

南
部
コ
ミ
セ
ン　

教
育

乳
児
健
診

PM
１
：
15
〜
２
：
00　

中
央
公
民
館　

保
福

健
康
相
談

PM
１
：
30
〜
２
：
30　

商
工
会
館　

保
福

参
議
院
議
員
選
挙

AM
７
：
00
〜
PM
６
：
00

第
25
回
村
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

AM
８
：
30
〜　

し
ん
と
う
総
合
Ｇ　

教
育

子
育
連
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
郡
大
会

AM
８
：
30
〜　

吉
岡
町
運
動
公
園　

教
育

日 土 金 木 水 火
19 18 17 16 15 14
第
25
回
村
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

AM
８
：
30
〜　

し
ん
と
う
総
合
Ｇ　

教
育

⇔

10
：
30
〜
PM
３
：
00　

中
央
公
民
館　

保
福
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麻疹・風疹混合予防接種
のお知らせ

お元気ですか こちら保健師です

人口と世帯 村内の交通事故
（６月1日現在）

（　）は対前月

総人口

男

女

世帯数

14,699人（＋ 45）

7,508人（＋ ６）

7,191人（＋ 39）

4,970戸（＋ 85）
※（　）は前年同期対比

シートベルトは必ず着用しましょう

事故件数

死者

傷者

46件（±０）

０人（－１）

58人（－１）

（６月末日現在の累計）

　渋川地区広域市町村圏振興整備組合では、消防職員

の採用試験を次のとおり行います。

■職　種…消防職

■採用予定人数…若干名

■受験資格

① 学歴等…大学卒（昭和 56年４月２日から昭和 61年

４月１日までの間に生まれた者）、短大卒（昭和 59

年４月２日から昭和 63 年４月１日までの間に生まれ

た者）、高卒および大検合格者（昭和 60年４月２日

から平成２年４月１日までの間に生まれた者）※すべ

て平成 20年３月卒業見込み者を含む

② 体格等…身長（男性約 160㎝以上、女性約 155㎝

以上）、体重（男性約 50㎏以上、女性約 45㎏以上）

視力（両眼とも裸眼で0.5 以上）、聴力（正常である

こと）、その他（身体四肢が健全であることなど）

③ その他…日本国籍を有し、渋川広域圏内に居住でき

る者など

■ 試験日時等…①第１次試験（９月８日㈯渋川市勤労

福祉センター）②第２次試験（第１次試験合格者に

通知）

■ 申込書配布場所…役場、広域組合事務局、消防本部

総務課

■ 申し込み方法…必要書類を広域組合事務局または消

防本部総務課へ提出

■ 申し込み期間…８月 24日㈮まで　※土、日曜日を除

く午前８時 30分から午後５時 15分まで

▶お申し込み・お問い合わせ

　渋川地区広域市町村圏振興整備組合

　☎ 0279-60-5200

　渋川広域消防本部総務課

　☎ 0279-25-4191

渋川地区広域市町村圏振興整備組合から

消防職員採用試験のお知らせ

　

予
防
接
種
法
の
改
正
に
よ
り
平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
麻
疹
・

風
疹
の
予
防
接
種
が
２
回
接
種
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
春
頃
か
ら
全
国
的
に
麻
疹
が
流
行
し
て
い
ま
す
。
県
内

で
は
、
今
年
１
月
か
ら
１
７
１
件
の
麻
疹
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

渋
川
管
内
で
も
５
人
の
患
者
さ
ん
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
流
行

を
身
近
な
も
の
と
と
ら
え
て
、
対
象
年
齢
内
に
予
防
接
種
が
で
き

る
よ
う
お
子
さ
ん
の
体
調
に
合
わ
せ
て
、主
治
医
と
相
談
の
う
え
、

忘
れ
ず
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

　

２
期
の
対
象
は
保
育
園
、
幼
稚
園
な
ど
の
年
長
児
に
あ
た
る
お

子
さ
ん
で
す
。
接
種
で
き
る
期
間
は
、来
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
お
手
元

に
予
診
票
の
な
い
方
は
、
役
場
保
健
福
祉
課
保
健
師
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
保
健
福
祉
課
（
☎
５
４―

２
２
１
１

　

内
線
１
１
６
・
１
１
７
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

12

麻疹、風疹の混合ワクチンによる２回接種になり、接種年齢
も変わります。

１歳以上２歳未満 混合ワクチン１回第１期

５歳以上７歳未満で
小学校就学前の１年間

混合ワクチン１回第２期

【対象年齢】 【接種回数】

1（歳） 2 3 4 5 6 7

第２期
１回

第１期
１回

混　　合
ワクチン

　

20
代
半
ば
で
痛
風

を
発
症
し
て
か
ら
、

早
く
も
４
年
が
経
過

し
ま
し
た
。

　

こ
の
４
年
間
で
発

作
が
で
る
こ
と
３

回
。
そ
の
痛
み
と

い
っ
た
ら
、
ま
さ
に

「
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
」
も
の
が

あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、「
の
ど
元
過
ぎ
れ
ば
熱
さ

を
忘
れ
る
」
と
は
よ
く
言
っ
た
も
の

で
、
し
ば
ら
く
す
る
と
痛
い
こ
と
な
ど

す
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。

い
よ
い
よ
、
ビ
ー
ル
の
お
い
し
い
季

節
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。
た
ま
に
は

足
も
と
を
気
に
せ
ず
に
飲
み
た
い
も

の
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｔ
）

広報しんとう

こちら

です。

～夏のおもひで～
■日　時…８月 26日㈰　正午～午後３時 30分

■参加費…300円（催し物に参加する子どものみ）

■会　場…しんとうふるさと公園

■ 駐車場…ふるさと公園駐車場および、しんとうアリー

ナ北側駐車場

■ 内　容…ザリガニ釣り、宝探し、射的、紙飛行機飛

ばし、ストラックアウト、出店、ミニＳＬ　など

■ その他…雨天決行です。一般道などへの駐車はご遠

慮ください。

▶ お問い合せは、役場産業振興課（☎ 54-2211 内線

200）までお願いします。


